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霧
島
市
立
（

）
中
学
校
一
年

名
前
（

）

問

次
は
、
「
全
国
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
シ
リ
ー
ズ
広
が
る
食
育
」
の
新
聞
記
事
で

あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

条
件
１

「
こ
の
記
事
を
読
み
、
」
で
書
き
始
め
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
気
を
つ

け
て
書
く
こ
と
。

条
件
２

自
分
の
考
え
の
根
拠
と
な
る
具
体
的
な
体
験
や
事
実
を
引
用
し
て
書
く
こ

と
。

条
件
３

百
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

霧
島
市
「
今
週
の
一
問
」

中
一
国
語

十
一
月
八
日
版

平
成
二
十
三
年
鹿
児
島
ベ
ー
シ
ッ
ク
か
ら

新
聞
記
事
の

―
線
部
に
、「
食
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、
健
全
な
心
身
の

成
長
と
、
自
分
を
取
り
巻
く
人
々
の
思
い
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。」

と
あ
る
が
、
こ
の
記
事
に
対
す
る
自
分
の
意
見
や
考
え
を
次
の
条
件
に
従
っ

て
書
け
。
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（
新
聞
の
内
容
）
※
上
の
段
の
記
事
の
文
字
が
読
み
づ
ら
い
人
は
、
こ
ち
ら
を
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

《
解
答
用
紙
》

こ

の

記

事

を

読

み

、

「
弁
当
の
火
」
と
い
う
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
香
川
県
の
あ
る
小

学
校
で
は

、
５
・
６
年
生
の
児
童
が
、
年
５
回
自
分
た
ち
だ
け
で
作
っ
た
弁
当
を

食
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
ね
ら
い
は
、
子
ど
も
の
「
自
立
」
。
自
分
の
食
べ
る
も
の

を
自
分
で
作
る
こ
と
を
通
し
て
生
ま
れ
る
自
信
や
、
多
く
の
人
の
お
か
げ
で
食
事
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
気
付
き
が
自
立
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

全
国
的
に
見
る
と
、
学
校
給
食
に
地
域
の
食
材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
り
、
伝

統
的
な
郷
土
料
理
を
献
立
に
盛
り
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
地
域
の
産
業
に
対
す
る
理
解
を
促
し
、
伝
統
的
な
食
文
化
を
継
承
し
よ
う
と
す

る
思
い
を
育
て
る
こ
と
に
な
る
。

「
食
育
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
今
週
は
各
地
の
様
子
を
紹
介
し
て
き
た
。
食
に
関

す
る
取
り
組
み
は
、
健
全
な
心
身
の
成
長
と
、
自
分
を
取
り
巻
く
人
々
の
思
い
を
理

解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

食
べ
物
へ
の
思
い
を
育
て
る
様
々
な
取
り
組
み
に
今
後
も
注
目
し
て
い
く
。
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（
解
答
例
）

こ
の
記
事
を
読
み
、
伝

統
的
な
郷
土
料
理
を
給
食

の
献
立
に
取
り
入
れ
る
こ

と
は
、
意
義
が
あ
る
こ
と

だ
と
私
は
思
う
。
私
の
学

校
で
も
豚
骨
や
け
い
飯
な

ど
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
は
人

気
が
あ
る
。
伝
統
的
な
郷

土
の
食
文
化
や
そ
の
味
、

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
人
々

の
思
い
を
私
は
し
っ
か
り

伝
え
て
い
き
た
い
。


